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1．浅海定線 調 査

青山英一郎・矢持進・佐野雅基

この調査は、国庫補助事業として全国的に行

われている漁海況予報事業の中の浅海定線調査

として、内湾の富栄調上現象と漁場環境の把握

を目的に昭和47年度から継続して実施している

ものである。

浅海定線調査定点位置

調査実施状況

1．調査地点

大阪湾全域20点（図1参照）

2．調査項目

一般項目……水温、塩分量、透明度、水色、

気象

特殊項目.….､溶存酸素、成I、COD，NH4

-N，NCVN、NOa-N，P04

-p、'Total-P、植物プラン

クトン出現優占種とその細胞

数、クロロフィルーaおよび

フェオフィチン

＊NH4－N，N02-N，NOa-N，POa-Pti

ろ過水を測定。

なお、クロロフィルーaおよびフェオフ

ィチンの測定には昭和63年2月まで米国タ

ーナー社製のTurner111型を、それ以陰

5，8，11月は日立製作所製F-1200形分

光蛍光光度計を使用した。

3．調査回数

一般項目……毎月1回

特殊項目……年4回（2，5，8，11月）

k『］ZG
q＜

図1浅海定線調査定点図
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4．測定層

蓋分雲……0，5，10
特殊項目……表層、底層

5．調査船

船名……はや

船長……榊昭

機関長……辻利

乗組員……奥野政

20,30m，底層

て（39.97トン、2釦馬力）

彦

幸

嘉

調査結果

一般項目測定結果を付表－1に、特殊項目測定結果を付表－2に、プランクトン検鏡結果を付表－3

に示す。全域全層平均水温の平年偏差と気温の平年偏差、ならびに両者の変化をそれぞれ図2，図3に、

同じく全域全層平均の塩分の平年偏差と降雨量の変化を図4，図5に示す（水温、塩分の平年値として

は月別全点、全層平均の10年平均値を用いた）。また、透明度（全点平均）の変化を図6に示すほか、

栄養塩等の表底層別全点平均値の変化と、1肥8年（昭和63年）の平均値および平年偏差を図7，表1に

示す。さらに、2，5，8，11月における栄養塩等の水平分布を図8－(1)～(4)に示す。これらの図表か

ら19駆年の特徴を、平年値（1978～1987年平均値）との比較で述べる。
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(1)水温

1，2月は1.3～1.8℃高めであったが、それ以降は平年並み（3，4，6，11月）力低めに推移

した。これをみると、本年度は5月以降、12月まで概ね低温化傾向を示し、しかも長期間にわたった

ことがわかるが、特に8～9月は平年差がそれぞれ－2．1，－2．3℃で昭和47年以降、この時期では

最大規模のものとなった。

(2)塩分

6，7，12月は0.4～1.3低めであったが、他の月はほぼ平年並みであった。

このうち、6，7月の塩分低下（平年差はそれぞれ－1．3，－0．5）は、6月の降雨量が例年より

16.3mm多かったことに起因していよう。

(3)透明度

5，9，11，12月は平年並み、2，3，6月は0.9～2.1m高めで、他の月は0.7～1.7in低めで

あった。

4COD

年4回のいずれの測定月も平年より0.4～0.6恥低めであった。

(5)溶存酸素飽和度

2月は表層でや〉低め、底層で平年並み、5月は表層で低め、底層でやき高めであった。

8月は表層で高め、底眉で平年並みであった。11月は表底層ともやき高めであった。

なお、8月底眉の飽和度は51％で平年並みとなっているが、40％以下の貧酸素海域の分布をみろと、

湾奥の一部と泉州沿岸の一部に出現がみられた昨年とはや＆異なり、須磨と貝塚を結ぶ線以北の広い

海域に出現している。

(6 )DIN

2月は表層で5fig-at〃、底眉で7Ag-at〃高めであった。5月は表層で平年並み、底層で2vg-

at〃低めであった。8月は表層で平年並み、底層で3Mg-at〃高めであった。11月は表層で2fig-

at/^高め、底層で平年並みであった。

(7)P04-P

2月は表層で0.4m-at〃、底層で0.3vg-at/i高めであった。5月は表底層とも平年並みであっ

た。8月は表層で0.2m-at〃、底眉で0.3m-at〃低めであった。11月は表層で0.3vg-at〃、底

層で0.2/tg-at/ど低めであった。
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2． 気象・海況の定置観測

青山英一郎

この調査は毎日定時に定置観測点の気象・海況を観測することによって、海象の変動状況を把握し、
●

漁海況の予測に役立てようとするものである。

観 測点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川29邪－1

大阪府水産試験場(N3419'12¥E1357'24')

観測項目

気象

海況

天候、気温、湿度、気圧、日射量、雨量、風向、風速（瞬間、平均）

水温、塩分(-1mS)

観測資料の整理方法

データは記録紙上に連続記録されるが、読み取り方法としては下記によった。

気温：03，09，15，21時の4回とその平均値および1日の最高値、最低値

湿度・気圧：09時の値と1日の最高値、最低値

雨量・日射量：1日積算値

風向・風速：瞬間最高風速と風向、10分間平均の最高風速と風向、および船、15時の平均風速と

風向

水温・塩分：03，09，15，21時の4回とその平均値

観測結果

観測結果を付表－4に、結果を整理した月別気象表を表1に示す。

気温、湿度、気圧、雨量、日射量、風向、風速の観測結果（付表－4）は年1回の定期点検で調整し

た値をそのまま読み取ったものである。一方、水温、塩分は年2回の定期点検で調整した値を読み取り、

この値と、定期的に採水した海水についての水温並びに塩分測定値との比較を行って、一部補正を加え

たものである。
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表1月別気象 表

昭和田年

＊平均気温は1日の平均気温（3時、9時、15時、21時の4回）の月平均値で示されている，
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3．大阪湾漁場水質監視調査

矢持進・佐野雅基

この調査は、大阪湾湾奥並びに東部海域を定期的に観測することによって、流入河川水の動態・赤潮

の発生状況・底眉における貧酸素水塊の消長及び巨大海中懸濁物の出現状況などを把握することを目的

として実施していろ。

1．観測海域と観測点

図1と表1に示す大阪湾湾奥部と東部海域15定点

2．調査回数および測定層

調査は2月を除き毎月中～下旬に1回、計11回行った。測定層は表層と底層（海底上1m)の2層で

ある。

3．測定項目

水温・塩分・水色・透明度・溶存酸素・優占植物プランクトン・巨大海中懸濁物（通称ヌタ；長さ3

~10cm程度の糸状の浮浦物で、大量に発生すると漁網の目詰りをおこし、曳網に支障をきたすとされて

いる。）の発生状況・コールターカウンターによる海中懸濁物の粒径別粒子数

表1調査定点の緯度・経度四宮雇紐

和川

洲

粟口r鰯

度ケ屋 20koj510
､q、■

図1水質監視調査定点の位置
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4．調査結果

調査結果は付表5，6，7のとおりである。底層における貧酸素水塊の出現状況については本事業報

告のP.39～49に概要が記載されているので省略した。ここでは、昭和62年4－5月の湾中南部海域に

おけるヌタの大量発生が、関西新空港の建設工事に起因するのではないかとの漁業者からの問題提起以

来、ヌタの発現状況に関する定期的な監視を続けているので、その結果について記す。

目視観察による昭和63年の大阪湾におけるヌタ（巨大海中懸濁物）の発現状況表2
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表2に、船上からの目視観察による昭和63年1月から12月の、主として湾奥および東部海域のヌタの

発現状況を示す。表からヌタの発現が認められるのは冬季から春季、および秋季から冬季に集中し、透

明度の低下する夏季には見られないことがわかる。定点別にはSts､10,11,12,14,15,19の湾東部海域に

多くみられ、汚濁の進行した湾奥海域では発現頻度が低い。また、春季のヌタ発現時には湾奥または東

部海域で赤潮の発生が観察されたのに対し、秋季には赤潮は非発生で、平均透明度も4.5m以上の時が

多い。なお、春季にヌタが見られたときは、海表面にノクチルカが浮遊していた時期とも対応し、ノク

チルカの増殖や死滅がヌタの出現に関与すること力洞われる。

図2にSts､2',9,10,11,12,19,A,Bそれぞれにおける海中懸濁物の平均体積濃度を示す。表層は2.53

-̂ 5.13pi、底層では1.02～7.39mの範囲を推移し、St.10を除けば、昭和62年と同様に表層＞底層の傾

向が認められた。例外的に平均体積濃度の高いSt.10の底眉については、1月6日・3月9日・7月18

日・12月19日にそれぞれ16.54IP、31.44PP、17.17m、11.45Pと著しく高い値を記録しており、こ

のことはSt.10付近で潮流や海底地形上の特徴により海底泥の巻き上げが比較的頻ばんに起こることを

示唆している。粒径25Am以上の粒子の体積濃度力糖体積濃度に占める割合（平均値）については、表

層が26.55～論.59％、底層では22.80～32.85％となり、海域による特徴や表層と底層との値に著し

い差が認められなかった（図3）。また、昭和62年度と昭和63年度の調査結果を合わせて定点別の特徴

を検討してみたが、Sts.2ﾉ9,10において、表層水の体積濃度が他の定点の値より低くなる傾向が見ら

れたことを省けば、両年に共通した現象は認められなかった。
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釦
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Ｊ
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積
濃
度
伽

耀騨鰯雲
定点

図3粒径25m以上の粒子の体積濃度が総体積
濃度に占める比率（1月6日から12月19日
までの14回の調査の平均値）

定点

図2定点別の海中懸濁物の体積濃度（1月6日

から12月19日までの1個の調査の平均値）
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4．赤潮発生状況調査

佐 野 雅基・矢持進・青山英一郎

この調査は、大阪湾の富栄調上現象の1つ

である赤潮の発生を早期に把握し、可能な限

り措置することを目的として、昭和48年度か

ら「赤潮情報伝達事業」の一環として実施し

ている。

調査の方法

発生状況を把握するための情報収集は以下

の方法により行った。

1．4月～11月まで毎月2～3回、当場調査

船による確認調査（図1）

2．浅海定線調査および漁場水質監視調査に

おける確認調査（各々毎月1回）

洲

l己

に~一一「一一可

01020kin

套彦
灘j‘

〃

図1赤潮パトロール調査定点図

調査結果の概要

昭和63年の赤潮発生状況を表1，2及び図2に示す。昭和63年は年間25回の赤潮発生が確認されたが、

その60％は5月から8月の水温上昇期と高水温期に集中した。この傾向は昭和61年、昭和62年と同様で

ある。最も出現頻度の高い赤潮プランクトンは珪藻のSﾙeletonemacoslatumで、10回赤潮生物とし

て出現した。次いで頻度が高いのはNitzschia坪昭e"s・R伽zosoje肌α方agillss加αの珪藻で、それ

ぞれ5回ずつ赤潮生物として出現した。昭和62年に漁業被害を起こしたラフィド藻のHeterosigma

aﾙash伽oは、これらの珪藻に次ぐ4回の出現が確認されたがいずれも比較的規模が小さく、これによ

る漁業被害は確認されなかった。－4方、同じラフィド藻のC加此one〃ααntiq泌αは昭和57年以降毎年

夏期に卓越していたが、昭和63年には発生が全く確認されなかった。

全体的に、複数種による混合赤潮が多いことも昭和闘年の特徴の1つである。4種以上で構成された

赤潮は8回認められ、発生力確認された赤潮のおよそ1/3がこれで占められている。その中でもNa18と

恥23の赤潮はそれぞれ7種、6種で、特に多くの種で構成されている。これは、この2つの赤潮が約1

ケ月の長期にわたる赤潮で、この間に第2位以下の優占種が遷移したためである。

この他に昭和63年の赤潮発生の特徴として、表2の1に示したように赤潮の発生期間が短く、5日以
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内が80%を占めていることが挙げられる。

この様に、短期の赤潮が多く、長期の赤潮も優占種が遷移し不安定なことから、昭和63年は1つの赤

潮が長期安定して存在しにくい環境にあったものと考えられる。

表1昭和63年の赤潮発生状況

－24－

恥 発生確認
期間

発生確認海域 赤潮構成種
琴
至
巨

漁
被 備考

■

9 1月6E 神戸沖海種 ハプト藻の一種 なし 最大確認面積85y

４
４ 3月8E 湾奥海域 Sﾙeletonema COS‘α6拠励 なし 最大確認面積220ki

“
■
０
－
●
可

4月4日へ

4月25E
湾口部と明石海峡劃
を除く海域

Sﾙeletonemacostatum

Chaetoceros so

T恥lassios〃a

Heteroc

sp

apsatnquetra

なし 最大確認面積930y

4 4月he
堺市～泉佐野市の群

合い海鍾
Noctilucascinti〃α凡s なし 最大確認面積150M

１
ｔ 4月25E

泉大津市～岸和田t
の沖合い海域

Noctilcuascinti〃αns なし 最大確認面積80a

（ 5月9E 湾奥北西部海域 Cッptomo"αssp. なし 最大確認面積160kri

ｒ
ｌ 5月16E

湾奥および堺
輪までの泉州
域

Sﾙeletonemacostatum なし

最 高 細 胞 数
8.2×10*ce1ls/A

最大1膳認面積570y

（ 5月30E 湾奥海国
Sﾙeletonemacostatum

Nitzsc伽a 旗4昭e凡

なし

最高細胞数
9．85×104唾us/fc

(&.costatum)
最大確認面積330y

く
、

6月6E～

6月27E
湾東部海鍾

Skeletonemacostatum

Prorocentr邸"B〃”肌、邸、

Eutreptie〃αsp.
Mesodm血"irubrum

なし 最大確認面積630y

･1（ 6月6E 貝塚市沿岸海鰯 Gymnodm血"isp, なし 最大確認面積50y

11
7月4E～

7月5日

洲本沖と

除く海域
東部沿岸も

Encampiazoodiacu』
Nitzschia

局′

pungFFz‘

ramLmOF皿ssp.

Rhizosoleniα方αg〃
●●

LSSLmC

なし 最大確認面積1,120U

12 7月he 西宮沖海国

Sﾙeletonemacostatum

Heterosig、〔 αﾙashiwo

Prorocentrumtriestinum

Qymnodiniumsp,

Cryptomo"αssp

なL

最高細胞数
6.1×1（ cells漁‘

(s・costatum)
最 大 確 認 面 積 5 0 y

13 7月HE 大和川河口域

Cryptomonassp

Gymnodm“"Isp,

UNKNOWNFlagellate
Heterosig、《 αﾙashiwc

なし

最高細胞数
2.7×10*cells/伽｛

(Cryptmonassp
『
知

最大確認面積45y



表1 昭和63年赤潮発生状況（続き）
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肋 叢生確謹 発生確認海鍾 赤 潮 構成種 繕 備考

14 7月11日
西宮沖と大和川河口

域を除く湾奥海域及
び貝塚沿岸海域

肋campiazoodiacus

況脱zosole剛αβαgilissima
なし

最高細胞数
4.5×Iffcells/伽｛

(#.zoodiacus)
最大確認面積210y

15 7月18日 湾東部沖合い海
び泉州沿岸海域

域及
の'dote〃αsp．
Cerata必〃"a sp.

E皿campiazoodiacus

Rhizosolema介昭Hiss航a

なし

最高細胞数
1.9×10*ce1ls/W

iCyclote〃asp。

最大確認面積⑩Olofi

16
7月18日～

7月25日

湾奥海域、淡輪沿岸
海域及び泉大津沖合
い海域

Prorocentrumtriesti皿"Z なし

最高細胞妻
6.9×10*ce1ls/耐‘

最大確認面積185y

17 7月18日
大和川河口域から貝

塚に至る沿岸海域

Rhizosolど加α方agiliss航。
Sﾙeletonemacostatum

Prorocentrumtriestinum

なし

最高細胞数
4.0×10*cells/耐‘

(配.方α9ilissima

最大確認面積130tai

18
8月1日へ

8月29日
湾東部海域と淡路島
沖合い海域の一部

Skeletonemacostatum

Thalassiosin

⑦'dote〃αsp．
Nitzschic

sp‘

厚"塔e〃s

Katodm如加

Chaetoceros

sp,

sp.

Rhizosoleniα分agiliss伽a

なし 最大確認面積890U

19 8月15日 湾奥及び湾東部海域 Heterosigmαα肋shiwc なし

最高細胞数
4.7×10*cel1s/W

最大確認面積245y

20 8月22日
泉大津～田尻沿岸海
域 の'rod加馳"zsp． なし

最高細胞封
9.3×WceUs/nt

最大確認面積85y

21 9月5日
神戸沖を除く湾奥海
域及び貝塚沿岸海域

Cyclote〃αsp．
T伽lassiosin sp‘

なし 最大確認面積275kd

22 9月5日 淡輪沿岸海国 Nitzsch血 厚4昭eFzs なし 最大確認面積15y

23
9月12日～
10月he

鞭
繊

湾
岸

域及び泉州治

Sﾙeletonemacostatum

Nitzschic pz〃瑠e凡s

T伽lassiosin s卯。

Fibrocapsaノaponia
●

Scri〃 sie〃a sp。．

T伽lassiosirasp.

なし 最大確認面積5帥1m

24 9月19日
西宮

和川

海域～大
Heterosigmaaﾙashiwc なし

最高細胞封
6．25×10*配ua/ml

最大確認面積1釦腫

25 10月24日 大和川河口域 Sﾙeletonemacostatum なし

最高細胞封
3.0×10*cells/irt

最大確認面積35kd



表2昭和63年

1．赤潮継続日数別発生確認件数

2．月別赤潮発生確認件数

3赤潮構成種別発生確認件数

＊赤潮構成種別発生確認件数が継続日数別または月別発生確認件数より多くなるのは2種類以上の

優占種よりなる混合赤潮の発生に起因する。

－26－

発 生 期借 5日以内 6-10E 11-30E 31日以上 計

発生実件数 20 4 0 2［

内漁業被害を伴ったもの 0 （ 0 （ 〔

1月 2提 3月 4月 5月 6侭 7月 8月 9月 10月 11月 12月 件数

実件数
■
■ （

ｇ
’
９

J
d

Q

■
。
』
ｒ
■ 7 3

４
９
″
』
１ 〔 C 25

鮮難毒 （ 〔 C （ （ 〔 0 0 （ C 〔 C 0

延べ件数 1 C
J

q

q

“
■
０
－
■
可

ｒ
〃
画 7 3 4

ｒ
ｆ 〔 C 一

内漁業被毒件
I （ 0 （ （ 〔 0 0 （ 〔 （ 0 q■■■

恥 種 名 件数 恥 種名 件謝

1
●

Sﾙeletonemacostatum 10 14 T伽lassios〃αspp． 1

０
４ Nitzschia 浬"沼e凡‘ 5 15 Heterocapsa

●

tnquetra 1

3 Bhizosole肌αかagiliss航a 5 16 丹orocentrumminimum

。 T伽lassiosなasp． 4 17 Eutrep蛇〃‘ sp 1

I
q Heterosi

1

gma 此ashiwc 4 18 Mesodm虹mrubrum ］

6 Cryptomo"αssp, 3 19 けrα"z伽o励a5Sp. 1

7 の7nnodiniumsp, 3 20 Ceratau〃"αsp. 1

8 E狸campiazoodiacu』 3 21 Katodm血"isp． 1

9 Prorocentrumtriestinum̂ 3 22 ⑱'rod加加"zsp．

1〔 の,dote〃αsp 3 23 Scri率 iellc sp‘ ］

11 Chaetoceros印． 2 24 ハプト藻の一種 ］

12 Noctilucascinti〃α砥 2 25 不明種 ］

13 Fibrocapsaノα脚加α
●

計 60



発生赤潮の総括

4．月別・赤潮構成種別発生確認件数

－27－

種 迄 1月 2月 3月 4提 5月 6月 7兵 8月 9月 1明 11月 1が 計

Skeletonemacostatum 1 ２ 1
炉
〃
」 ］ 1

ｒ
〃
凸 1］

Nitzschia 解"zge皿 ］ 1
６
４ 5

Rhizosole肌α介αgiliss伽a 4 ］ 5

T恥lassios〃αsp． ］ 1 I
２
．

Heterosigmαα〃ashiwo
ｒ
／
』 ］

■

■ 4

Cryptomonassp. ］
炉
〃
」

ｆ
・
Ｌ

の'"modiniumsp. 1
■
。
』
Ｆ
■

ｒ
・
し

忍迦campiazoodiacus
缶
『
し

ｒ
・
Ｌ

Prorocentrumtriestinum
炉
『
し

ｒ
ｑ
Ｌ

Cyclote〃αsp・ ］ 1
ｒ
口
Ｌ

C加etocerossp. ］
ｒ
Ｊ
Ｌ

Ⅳ0“〃邸cascm”〃α砥
r

g
ｒ
＆

師brocapsaノaponica
●

1 2

T肋lassios〃αspp． 1

HeterocapsatriquefrQ

Prorocentn"肥minimum 1

Eutreptie〃αsp‘ 1

Mesodm虹mrubrum 1

砂rα",伽onassp,

Cerataulinasp,

Katod加地msp.
■
■

Gyrodiniumsp
■
■

Sen〃sie〃《 sp. 1
■
■

ハプト藻の一種 1
■

■

不 明種
■
■ 1

計 ］ （ 6 Z
■ 5 2： 〔

し 9 4 （ C 6!
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5 ． 赤 潮 予察調査

矢持進・青山英一郎・佐野雅塞

昭和61年度と62年度に大阪湾の主要赤潮プランクトン3種(Heterosigmaaﾙash伽0．sﾙeletonema

cO”α”、､Scrippsie"αsp.)について、底生期細胞の分布状況並びにそれらの分布と底質性状の関係

について調査した。本年度は、Heterosigma赤潮の形成において、海底泥からの底生期細胞の発芽と

海水中での栄養細胞の分裂の役割を区別して評価し、Heterosigmaaﾙasん畑oの赤潮発生機構をモテ

ル化するための基礎データを得ることを目的に野外実験を実施した。

調査・実験の方法

1．栄養細胞数の推移に関する予備的観察

野外実験を適切な時期に行うため、昭和闘年7月4日から8月18日まで1－6日間隔で大阪湾谷II

港奥部の定点（図1）の表層水を採取し、恥terosigma蛾ashiwoの栄養細胞数を調べた。

3邸36m

S…＠t｡

h色

isriOE
－

nlOZU

大阪湾

I

◇

図1調査定点図（右図中の黒丸が調査定点：

谷川港

ｰ

35m

2．環境因子と栄養細胞数の変動に関する調査

図2に示した透明ビニール製の筒（マイクロコズム；直径0.5m・長さ5.0m)を栄養細胞の予備

観察結果に基づき昭和63年8月18日に定点へ設置し、以後7日間午前9時から10時の時間にマイクロ

コズム内の表層(Om)r底から2.3m上層・底から1.3m上層・底から0.3m上層の海水をベロー

－33－



牝

図2定点に設置したマイクロコば､ム

a:正面

B:底面（底には錘しとして鉄枠を設置＞

c:採水用ベローズポンプ

ズポンプで採集した｡測定項

目は水温･塩分．アンモニア

態窒素.硝酸+亜硝酸態窒素

・燐酸態燐・Heterosigma

akashiwoの栄養細胞数で

ある。なお、栄養細胞につ

いてはポンプ採水した試料

とともに内径5mmのシリコ

ンチューブを用いて表層か

ら底層まで鉛直的に採集し

たものについても計数した。

3海底泥からの栄養細胞の

発生量に関する実験

調査開始時にマイクロコ

ズム近傍で港研式採泥器を

用いて採取した海底泥の表

層部（O-Icrali)を，日

1回、容量50"′・底面積

8.0c㎡の透明ガラス瓶3組

に各1-4g(湿重）添加

した。この後、ガラス瓶に

徳過海水（ワットマンGF/C演紙で徳過）を満たし、上部を5座、メッシュのネットで覆って外部

からのプランクトンの混入を防止した。この泥および徳過海水添加のガラス瓶をマイクロコズム内の

底届に垂下し、24時間後にガラス瓶中のHeterosigmααんashiwoの栄養細胞数を計数し、海底泥か

らの発生量を求めた。なお、実験開始時採取した海底泥はポリエチレン瓶に注入後、マイクロコズム

外の底層で保管し、これを交換用底泥試料として用いた。

結果および考察

Heterosigmααﾙα域iwoの細胞密度の推移に関する予備的観察の結果を表1に示す。本種は7月4日

以降0-5cells/伽′で推移したが、同月19日には細胞数が382cells/伽′まで増加した。ただ、この場合、

大阪湾南部海域でもHeterosigmaaﾙα$ﾉ↓血“のブルームカ認められたことから湾内の細胞数の増加は港内

での増殖によるものではなく、港外から本種の栄養細胞群が流入したことに起因すると考えられた。7

月21日以後8月12日まではHeterosigmααんashiwoが0－7配Ⅱs/伽′の細胞密度で経過した。一方、8
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月15日の観察において細胞数は2cells

／〃'と低レベルであったが、活発にゆ

う泳する栄養細胞が認められたので、

この日から毎日観察を実施したところ、

8月18日に細胞密度が287cells/伽′ま

で増加した。そこで、8月18日午前11

時にマイクロコズムを現場定点に設置

し、連日観測を開始した。なお、この

時谷川港外ではHeterosigma城ashiwo

の栄養細胞は観察されなかった。

連日観測期間中のマイクロコズム内

における水温・塩分・溶存無機態窒素

(DIN)・溶存無機態燐(DIP)の鉛

直分布の経日的変化を図3に示す。期

間中、水温は24.8-26.9℃、塩分が

31.30-31.60％･の値を示し、水温は

Heterosigmaaﾙashiwoの増殖好適

温度領域で、また塩分は比較的増殖の

良好な範囲でそれぞれ推移した瀧ら

に、表底眉間の水温及び塩分差は最大

で21℃とais*であり、成層の発

達は見られなかった。DINについてI

上を示したが、その後の植物ブランク

表1Heterosigmaaﾙashiwoの栄養細胞数の推移

温
〕

水
に月 日 時刻 栄養細胞数(cells/伽'）

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

４
６
岨
魁
肥
Ⅳ
岨
別
羽
妬
朋
肥
帥
１
３
５
８
加
姐
妬
船
Ⅳ
肥

月
月
７
８

妬
妬
妬
帥
妬
妬
妬
弱
妬
加
加
加
妬
如
加
加
加
如
加
加
加
加
加

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
９
９
０
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１

2

1

0微細藻の赤潮

1

5

2

382港外からの流L入

7

3

6

0

2Cryptomo〃asの〃oom
O

1Cryptomonasのbloom
2

0

0

1

5

2

1

8

287野外実験開始

１
《
Ｆ
Ｄ
１
＆
〈
Ｕ
Ｑ
一
》
穴
０
Ｑ
一
》
Ｒ
〉
Ｑ
一
》
只
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
》
Ｑ
Ｊ
Ｒ
）
ｑ
Ｕ
Ｒ
）
Ｑ
〕
Ｑ
》
Ｑ
－
Ｕ
Ｒ
－
〕

凪
脇
汎
朋
馳
拠
班
忽
凪
路
馳
凪
触
別
馳
馳
型
馳
閲
妬

達は見られなかった。DINについては、実験開始当初の8月18日は表層から底層までlOjug-at〃以

上を示したが、その後の植物プランクトンの増殖に伴い低下し、8月20日-24日の上層(B-2.3m以浅）

では2̂ g-at/̂ 以下と枯渇状態になった。ただ、この場合でも、底層では比較的高い濃度のDIN(4.5

-lZ.6m-at/e)が存在した。DIPに関しては0.10-1.6m-at/〃の範囲で推移し、日数経過に伴う値

の低下力混られなかったものの、総じて表層で低く、底層で高い傾向が認められた。Heterosigma

aﾙash畑0の栄養細胞の鉛直分布の経日変化を図4に、またチューブ採水した試料における栄養細胞数

の経日的変化を図5に示す。両図から18-21日にかけてHeterosigmααﾙash伽o力塘殖し、上層でブ

ルームを形成した後24日に消滅したことがわかる。このHeterosigmaaﾙashiwo赤潮の消滅時には、

図6に示したBymnesiophyceaeの1種かと思われる体長約20Amの鞭毛藻がHeterosigmaaﾙashiwo

に代わって卓越した（不明鞭毛藻の最高細胞数：1.86×10*cells〃'）。また図4から、8月19日はB

-0.3m層とB-1.3m層でも10cells加'以上(B-0.3m:16cells/ml、B-1.3m:70cells/伽'）

の細胞数で分布していたのが、ブルームの形成に伴い高密度層が上層に偏在するようになり、下層は10
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表2海底泥からのHeterosigma

aﾙashiwoの発隼量

月日

8月18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

マイクロコ

ズム内の総

栄養細胞数

6．6×10"

2．2×10：

7.4×107

1．2×108

46×107

1.4×107

＜4.8×105

前1日間の

泥からの

発生細胞数

1.0×10量

2.1×104

1．4×104

5．3×104

1．4×104

2.1×10*

発生細胞数
／海水中の
総栄養細胞
数（%）

0.005

0.028

0.012

0.116

0.104

cells/"'以下で推移するようになったことが

わかる。増殖が活発な8月18日から21日にか

けての増殖速度（型：1日当りの分裂回数）

を求めたところ、18-19日:̂=1.71day"'、

19-20日:/=1.78day*，20-21日：〃＝

0.79day"'の値が得られた。本種は水平及び

鉛直的にパッチを形成することから、この結

果のみで18日から20日にかけて本種が1日1

回以上の速さで分裂したと断定できないが、

少なくともかなりの速度で群は埠油pすると考

えられる。この細胞群の増加が栄養細胞の分

裂によるのか、それとも底生期細胞の発芽に

起因するのかを明らかにするため、表2に海

底泥からの栄養細胞の発生に関する野外実験

の結果を示す。マイクロコズムの底面積（079

nf)あたりの泥表面からの弄牛量は1.0×10̂

-5.3×iCceHs/dayであり、その時のマイク

ロコズム内の総栄養細胞数の0.005－0．116

％にしか過ぎない。このことは、本種のブル

ームの発達において底泥からの発生が殆ど寄

与しないことを示唆している。したがって、

Heterosigmαα北ashiwoの底生期細胞の発

芽は海水への栄養細胞の添加、即ち、栄養細

胞の初期増殖にのみ関与すると考えられる。

以上の結果からHeterosigmaakasんiwoの

赤潮発生が底生期細胞の一斉発芽による可能

性は少ないと結論される。

文献

1）矢持進：大阪府

2)M.M.Watanabe,

進：大阪府水産試験場研究報告,8,pp.60-66(1989)

Watanabe,Y.Nakamura,S.MoriandS･Yamochi;J.Phycol..30,279-288（1982〉
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6．赤潮予察実用化技術開発試験

(東部瀬戸内海シャットネラ赤潮広域共同調査）

佐野 雅基・矢持進・青山英一郎

本調査は水産庁の委託により行ったもので、

大阪府、和歌山県、兵庫県、岡山県、香川県、

徳島県の6府県が共同して一斉に水温、塩分

並びにシャットネラの細胞群動態を精査する

ことによって、東部瀬戸内海におけるシャッ

トネラ赤潮の発生予察技術を開発することを

目的とする。

肇亭震篭 阪

IS-IK̂

逼謹諜圭
Jb－1『

調査の概要

昭和63年5月23日～8月31日にかけて毎週

1回（合計15回)STD計（アレック電子社

洲

房壱一

01020km
製、AST-1000S型）を用いて大阪湾の1淀

点（図1）で水温、塩分を鉛直的(0.5m間
図 1調査定点図

隔）に観測するとともに、0.5m層、10m層、

B-1m層から採取した海水中のシャットネラ栄養細胞を計数した。また、5月24日にはシャットネラ

シストの分布密度を調べるため上記の12定点でKK式柱状採泥器を用いて表層泥を採取した。

なお、東部瀬戸内海全体の調査結果については水産庁が中心となって取りまとめることになっている

が、昭和63年にはシャットネラ赤潮が発生せず、栄養細胞もほとんど観察されなかったため、水塊構造

と水塊の動きに関する記述が中心となる予定である。また、大阪府が担当した大阪湾湾奥と東部海域の

調査の結果に関しては、次年度の結果と併せ一括して報告するつもりである。
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調査項目 調査［ 備考

水 温・塩分 5／25

6／27

8／］

5／30，6／（
7／4

8/f

7／11

8／15

，

6／13

7／18

8／22

6/2C

7／25

8／29

5／23のOS-1は欠洞

8／29のOS-15,OS-16,OS-18,OS-11
OS-13,OS-19は採水して水温計、サリ
ノメーターで水温、塩分を測定したc

，

シ ャットネラ

栄養細の計数

5／23

6／27

8／］

5／30，6／（
7／4

8／8

7／11

8／15
，
，

6／13,

7／18,

8／22,

伽
棚
棚

６
７
８

5／23のOS-1は欠洞

採泥（シャ
ラシスト謀

ツトネ

査用）

5／24



7．貧酸素水塊出現状況調査

佐野雅 基 ・ 矢 持 進 ・ 青 山 英 一 郎

この調査は、冨栄調上の典型的な現象の一つで、底生魚介類の生存や移動等と深く関連する貧酸素水

塊の消長を把握することを目的として行った。

調査 の方法

5月～10月の期間に浅海定線調査（図1，St､1～St､20)、漁場水質監視調差(St､1，St､2'、St.

9～St.19及びSt.A)または赤潮パトロール調査(St､1，St､9～St､19及びSt.A)において採取

した底層水について、ウィンクラー法で溶存酸素を測定し、大阪湾の貧酸素水塊の発生状況を把握した。

洲

唄十

岩隠ノU

一 9 1 四

〕己

rzz一一ー可
10m別

毒彦
灘蚕’

(ク

図1調査定点・図

調査結果の概要

昭和63年5月～10月の大阪湾底層における溶存酸素飽暇の分布を図2に示す。昭和63年に溶存酸素

飽和度40％以下の貧酸素水塊（以下、酸素飽暇40%以下を貧酸素水塊とする）が初めて観測されたの

は、5月23日の大和川河口域(St.l7;34.4%)であった。その後、6月13日には最湾奥部を除いた神

戸沖から東部沿岸の海域に広がり、6月20日には湾奥～東部海域に拡大した。7月～8月は貧酸素水塊

が継続して出現したが、特に8月29日には湾奥から南東部沿岸海域まで拡大するのがみられた。一方、
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9月5～6日には貧酸素水塊は西宮沖に縮小し、一旦衰退したが、9月中旬に再び発達して、9月19日

には湾奥から南東部沿岸海域でその出現が認められた。その後、貧酸素水塊は10月3～4日に湾奥海域

で確認されたのを最後に10月11日以降出現しなかった。なお期間中、貧酸素水塊の分布域が最も拡大し

たのは8月15日で、この時は酸素飽和度40%以下の海域（約515tail)が湾全域の約35%を占めた。また、

調査期間中に観測された溶存酸素飽和度の最低値は、7月25日の神戸沖(St.16)における1.4%であ

った。この定点は7月から8月中旬の間の貧酸素化力著しく、この間における貧酸素化現象の代表的な

点であった。しかし、8月下旬以降は酸素飽和度の変動が大きく（16．4～72.3％）不安定な状態で推

移した。ところで、昭和58年から昭和62年の過去5年のうち、5月に貧酸素水塊が観測されたのは昭和

60年だけであり、同じく10月に観測されたのは昭和58年と59年であることから、昭和63年は貧酸素水塊

が比較的長期間継続した年であったということができる。

夏期の底層における貧酸素水塊の形成は、躍層の発達によって上層からの溶存酸素の供給が妨げられ

ることが一因であるとされている。こうした点から躍層と底層水の貧酸素化との関係を検討するため、

期間中に著しい貧酸素化とその解消一再発達がみられたSt.16における躍層の形成状況を図3に示した。

図はSTD計の観測値(0.5m間隔）より作成した水温鉛直分布図である。この図で特徴的なのは、中

層～下層にみられる水温の急激な低下である（特に、6月20日と8月1日が顕著である。）。この水温

躍層（第2水温躍層）が出現した時は底層水が貧酸素化しており（6月20日～8月15日）、貧酸素水塊

の発達前（5月23日、6月6日）と解消後（1明11日）には認められないことから、中～下層の水温躍

層は貧酸素水塊出現時の特徴の1つと考えられる。また、上層の水温躍層については、6月6日の様に、

貧酸素水塊発達前でも明瞭な場合や、8月15日・9月12日の様に貧酸素化している時に認められない場

合もみられ、貧酸素水塊形成時の特徴とはなっていない。

図4はSTD計の観測値より作成したSt､16の塩分鉛直分布図である。塩分については図を見る限り、

貧酸素水塊出現時に特徴的な現象は認められない。また、表底塩分差の大きな場合でも、6月6日の様

に貧酸素化していない時もあり、6月13日や7月18日の様に貧酸素化している時もあって、表底塩分差

の大きさと貧酸素化との対応関係は必ずしも明瞭でない。さらに、8月1日や9月12日の事例の様に、

表底塩分差が2筋前後と小さくても、底層水の酸素飽和度が30%以下になっている場合もみられる。

以上のことから、底層水の貧酸素化と躍層との関係については、塩分躍層よりも水温躍眉の方が対応

関係が明瞭で、なかでも中層～下層における水温躍層の形成が貧酸調上と深く関連することが示唆され

る。
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図3St､16の水温鉛直分布図(2)

(グラフ下の数字は底層水の溶存酸素飽和度、矢印は中下層の水温躍層を示す）
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図3St､16の水温鉛直分布図(3)

(グラフ下の数字は底層水の溶存酸素飽和度、矢印は中下層の水温躍層を示す）
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図4St.16の塩分鉛直分布図(1)
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図4St､16の塩分鉛直分布図(3)

（グラフ下の数字は底層水の溶存酸素飽和度）
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8．漁況調査

日 下 部 敬 之

毎月1回、下旬に春木、岸和田市、泉佐野、尾崎、下荘、淡輪、深日の7漁協において聞き取りを石

い、各漁協における漁業種類別の着業統数、1日1統あたりの主要魚働I漁獲量を調査した。その結弄

は毎月取りまとめ、漁況通報として関係諸機関へ通知した。以下に漁況の大まかな特徴と、各月ごとa

概況を述べる。なお、調査結果の詳舟

は付表－7に示す。 皇
；i
ji
ji
ji

k

印,伽

●S6,

伽
伽

如
雌
釦

S'6

昭和闘年の漁況の特徴

昭和63年において特徴的な漁況のみ

られた魚種として、マイワシ、カタク

チイワシ、イワシシラス、ガザミ、メ

イタガレイ、テナガダコなどがあげら

れる。浮魚では、昨年と同様マイワシ

の湾内§来遊が遅れ、漁獲物のほとんど

が当歳魚であったこと、秋季のカタク

チイワシ漁が昨年以上の不漁であった

ことおよびイワシシラス漁がさほどの

豊漁はなかったものの比較的長い期間

漁が続いたことが特徴的であった｡底

魚では、ガザミが夏季から秋季にかな

り多かったこと、メイタガレイが全体

的に少なかったこと、テナガダコが例

年漁獲量の増加する夏季になってもあ

まり漁獲されなかったことなどが特徴

的であった。また漁穫吻以外で特筆す

べきこととしてヒトデ(Asterias

amurensis)が多かったことがあげら

れる。「ヒトデが多く、操業しにくく

て困っている」という声が3月頃に多
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図1春木漁協、巾着網によるカタクチイワシ漁獲量

1日1統あたり。ききとりによる。

S62,63年の11月は共同操業に転換したため漁獲量が不明

1〔

｡g俵

otfes

*S'61

ks

ｐ
Ｌ
■
■
Ｆ

■
Ｆ
Ｌ

0

123456789101112J=

図2泉佐野漁協、石げた網によるガザミ漁獲量

1日1統あたり。ききとりによる。

－50－



く聞かれ、当試験場で実態の聞き取り調査をおこなったところ、特に尾崎地先のごく沿岸部に多いこと

がわかった。しかし、いつから増加したのかについては明らかにできなかった。刺網などの漁業者はヒ

トデが網に絡まると掃除が大変なので対応に苦慮していたが、その後夏季から秋季にかけてそれ以上増

加する傾向も見られず、大発生というような事態には到らなかった。以下にカタクチイワシとガザミの

2種をとりあげ、聞き取りによる漁獲伏況を図示して説明する。

カタクチイワシ：図1に春木漁協での巾着網1日1統あたりの漁獲量の月変化を示す。カタクチイワ

シは大阪府では巾着網で漁獲されるが、従来a鮫的安定した漁獲量を保っていた。しかし昨62年は著し

い不漁で、最盛期でも1日1統あたり5トン程度しか漁獲されなかった。63年はさらにそれを下回る不

漁で、漁獲されたのは9月と10月の2カ月間であり、漁獲量も1日1統あたりそれぞれ1,0001唱、9昭

と非常に少なかった。

ガザミ：小型底びき網の重要な漁獲物であるガザミは昨62年は不漁であったが、63年は一転

して好漁となった。図2は泉佐野漁協の石桁網の1日1統あたり漁獲量の経月変化である。63年は前半

期はやや低調であったが5～6月に前年、前々年の水準を上回り、その後8月には大幅に増加して、12

月まで好漁が持続した。秋季には近年出漁していなかったかに建網も一参部の組合で操業され、1日1統

あたり5～81堰の漁獲をあげていた。

昭和63年の各月の概況

【1月】

･巾着網およびシラスパッチ網は休漁中である。

。板びき網では、アジ類は先月よりやや堤伽したが、近年の同月と比較すると少ない漁獲量である。ス

ズキは先月より減少し、1～20kg/日・統と近年同月と比較してもやや少なめである。一方マアナゴ

は先月にひきつづき小型魚が多く漁獲され、15～20kg/日・統ていどの組合もある。

。石げた網では、小エビ類が先月と同程度かやや少ない量（7～40kg/日・統）で依然高水準。他方ガ

ザミ、オニオコゼ、シダ類は昨年同月に比べてやや少ない。

。建網は休樵I中の組合が多いが、南部の組合ではメバル10kg，カサゴ8kg，その他5kg(いずれも1日

1統当たり）と、まずまずの漁獲のところもある。

oあなごかごでは先月と同様/J型のマアナゴが多獲されている。

。たこつぼ、たこかごでは10～35唾／日・統と昨年同月と同程度のマダコが漁獲されている。

【2月】

・機船船曳網（パッチ網）でのイカナゴ新仔漁が22日から開始され、2月中に4～5日間出漁、平均漁

獲量1,200kg(l日1統当たり）をあげているが、魚体の大きさがまちまちで、全体的に小さい個体

が多い。

。板びき網では、アジ類は先月に比べ減少した。メイタガレイはやや増加し、5kg/日．統程度の漁獲
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量である。またジンドウイカが増加し、中部の組合では15kg/日．統前後と昨年同月以上の漁獲をあ

げている。

。石げた網では、好漁が続いてきた小エビ類がやや減少の傾向。中部の組合では、シダ類とマコガレイ

をおもに漁獲している。

｡小型定置網は休漁中である。

。あなごかごではマアナゴが先月に引続き好漁である。また先月と比較して魚体の大型上がみられるよ

うである。

【3月】

･全体的に漁業種類、魚種数ともに少ない季節で、たこかご、小型定置網などは休漁している組合が多

い。

｡機船船曳網（パッチ網）でのイカナゴ新仔漁は、先月と同様魚体の大きさは揃っていないもののまず

まずの漁獲量で、2，0肋～3,000地／日・統を水揚げしている。なお、ほぼ3月いっぱいで終了した

組合が多い。

。板びき網では、各地区とも先月に比べて魚種が減少した。スズキを対象に出漁している船では、スズ

キのほかマナガツオの4型魚の漁獲が目立っている。

。石げた網では、中部、南部では先月に引き続いて小エビ類が減少し、昨年同月並みの漁獲量となった

のに対し、北部の組合ではかなり多く漁獲している。中部の組合では、シダ類とマコガレイ、シャコ

をおもに漁獲している。

。南部の磯建網では、メバル7kg，カサゴ2kg(どちらも1日1統あたり）など、先月と同程度の漁獲

である。

【4月】

･機船船曳網（パッチ網）でのイカナゴ新仔漁は、餌料用を除き先月いっぱいで終漁。かわって今月20

日前後からマイワシシラス漁が始まり、1,2m～1,400kg/日・統程度を漁獲している。

d板びき網では、中部、南部でマナガツオが多く漁獲されている。上旬は4型魚が主体であったが、下

旬には大型の個体も目立ってきている。小エビ類は各地区とも少なく、昨年同月をやや下回る漁獲量

である。また、マダイの小型魚の漁獲も少なく、昨年同月の漁獲量をはるかに下回っている。

。南部の石げた網や建網などでコウイカ類が漁獲されはじめ、1～2.5kg/日・統程度漁獲されている。

。南部の定置網は、冬季休漁していた地区でも漁が始まり、クロダイ、スズキ、メバルなどを漁獲して

いる。

。あなごかごでは、先月と同様40～80kg/日・統の漁獲である。

【5月】

･機船船曳網（パッチ網）では、今月上旬マイワシシラスを1,000kg/日・統程度漁獲していたが、そ

の後紀伊水道域からの補給も少なく、中旬以降減少した。
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｡板びき網でのマナガツオは先月より魚体が大型こしたが漁獲量は減少し、多く涜峻している船で1日

50昭程度。いつぼう小エビ類は先月よりもやや埠伽した。その他の魚種は先月とほぼ同様の漁塵状況

である。

｡石げた網でも各地で小エビ類が先月より増加した。また、中部の組合では先月よりガザミが増加し、

昨年同月並みかやや多い漁獲量である。いつぼう昨年同月に多く漁獲されていたトリガイはほとんど

漁獲されていない。

｡先月末からサワラ流刺網漁が始まり、5月上旬は比較的好漁だったが、その後徐々に減少した。

｡南部の組合では、建網、かごなどでコウイカ類が漁獲さｵTている。

【6月】

･巾着網は、湾内にマイワシ魚群の本格的来遊がみられず、まだ出漁していない。

｡機船船曳網（パッチ網）では、カタクチイワシシラスを漁獲しているが不漁。また、漁獲物も品質の

良いものが少ない。

｡板びき網では、北、中部でマアナゴの漁獲が多い。スズキも昨年同月よりやや多く漁獲されていろ。

。石げた網では、小エビ類が先月と同程度かやや増加。テナガダコは例年ならば増加する時期であるが

各地とも少ない。マコガレイは量的には昨年同月と同程度であるがやや大型のものが多い。また、中

部の組合ではシダ類、ガザミがやや多い。

。サワラ流刺網は、今月前半はまずまずの漁獲があったが、中旬以降は不漁。また、サゴシ（4型魚）

は少ない。

。中部の組合では、えび漕ぎ網が下旬から出漁し始めた。

【7月】

。巾着網が中旬から出漁し、マイワシの中、小型魚をおもに漁獲している。

｡機船船曳網（パッチ網）ではカタクチイワシシラスを漁獲しているが、この季節は量が少ないので出

漁を控えている船もある。

。板びき網では、北、中部でマアナゴの漁獲が引続き多く、魚体も先月より少し大型化した。多い船で

は1日100昭以上漁獲した日もある。

｡石げた網では、小エビ類の漁獲は昨年同月並みであるが、クルマエビは非常に豊漁だった昨年の1/1C

～1/6程度で、ほぼ平年並みの漁獲にとどまっている。中部の組合では、マコガレイが比較的好漁で

ある。

。あなごかごは、板びき網でのマアナゴ豊漁のため価格が低く、出漁したりしなかったりである。出漁

すれば60～100kg/日・統程度の漁塵である。

｡南部の定置網には、マアジの小型魚が多く入網している。

【8月】

・巾着網では、マイワシの中、小型魚を100t/日・統漁獲しており、量的には比較的好漁である。
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｡I幾船船曳網（パッチ網）では、カタクチイワシシラスを300～700昭／日・統漁獲している。例年で

あれば8月は漁獲物が少ないため出漁しないが、今年は量はさほど多くないものの漁獲が続いており、

休まず出漁している。

｡板びき網では、マアナゴの漁獲が昨年同月より多いが、先月よりは減少している。小エビ類は例年だ

と減少する中旬以降も大型個体の漁獲が続いており、この点は石げた網でも同様である。一方ウマヅ

ラハギは例年より少ない。

。石げた網では、中部の組合でガザミが多く漁獲されている。

。あなごかごでは、マアナゴの漁獲が先月よりも減少した。

。たこつぼ、たこかごなどでマダコが好漁である。

。南部の定置網には、下旬からツパスが入網し始めている。

【9月】

o巾着網では、下旬からカタクチイワシが漁獲されはじめたが、量は少ない。

o機船船曳網（パッチ網）では、カタクチイワシシラスを450～700kg/日・統漁獲している。これは

昨年同月よりは少ないが、例年と比較するとそれほど悪くない漁である。

。板びき網では、マダイの当歳魚が少ない。また、8月いっぱい多獲されていた小エビ類の大型群が急

減し、かわって小型個体の割合が増加した。先月まで少なかったウマヅラハギは、ようやく漁獲され

だしたものの昨年同月よりは少ない。

｡石げた網でも小エビ類の大型群が減少。マダコも減少したが、ガザミは好漁で、中、南部の組合で10

~15kg/日・統の漁獲量である。

。あなごかごのマアナゴは30～40kg/日・統と先月とほぼ同程度の漁獲である。

。ガザミが多いので、南部の組合などではガザミを対象とした建網（刺網）が操業されており、8kg/

日・絞り程度を漁獲している。

【10月】

･巾着網では、中旬以降マイワシの漁獲が減少。かわってサバ、コノシロをおもに漁獲している。月平

均の1日1統あたりの漁獲量は、マイワシ小型魚6,700kg、コノシロ5,700kg、サバ5,m01堰ほか。

なお、カタクチイワシは不漁である。

。機船船曳網（パッチ網）では、カタクチイワシシラスを6帥～750kg/日・統漁獲している。中旬好

漁であったが、下旬に入り減少した。

。板びき網では、全域でマアジ当歳魚が多獲されており、多い組合では200kg/日・統も漁獲している

が、価格は低い。

。石げた網では、ガザミの順調な漁獲が続いている。小エビ類は先月の小型群が成長し、中型個体の漁

獲割合力塙くなった。

。サワラ流刺網では、30～70kg/日・統を漁獲しており、まずまずの漁を続けている。主体は1.61唱前
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後の1才魚および700g前後の当歳魚である。

｡各地の組合でガザミを対象とした建網（刺網）が操業されており、5～7kg/日・統程度を漁塵して

いろ。

【11月】

･巾着網では、マイワシ、サバ、コノシロをおもに漁獲しているが、量は不明である。

｡機船船曳網（パッチ網）では、カタクチイワシシラスを400～800kg/日・統漁獲している。先月に

比べ、出漁日数、漁獲量ともに減少傾向にあるが、昨年同月よりは好調である。

o石げた網では、ガザミの漁獲量が昨年同月より多いことを除き、ほぼ例年と変わらない漁獲状況であ

る。

｡板びき網では、スズキが産卵回遊の時期に入ったため漁獲量の増加がみられる。また、マダイ当歳魚

（チャリコ）は各地で多獲されているが、比較的大きいもの以外は再放流されることが多い。

。サワラ流刺網では、1～21堰のものを主体に30～60kg/日・統を漁塵していたが、ほぼ11月いっぱい

で終漁したもようである。

｡各地の組合でタチウオの曳縄釣りが行われており、順調な漁獲を続けていろ。

【12月】

･機船船曳網（パッチ網）では、今月の前半にイワシシラスを250～300kg/日・統ていど漁獲してい

たが、出漁日数は少ない。

｡石げた網では、ガザミの漁痩量が先月より減少した。シダ類は例年に比べて4型の個体の割合が多い。

｡板びき網では、スズキの大型個体が少なく、セイゴ級の小型個体の割合が多↓もまた、先月にひきつ

づきマアジの小型魚が多く漁塵されていたが、後半に入り減少した。

｡建網はマコガレイを対象とした「かれい建」が主に行われており、7～15kg/日・統ていどの漁獲を

あげている。

。タチウオの曳縄釣りでは、20～45kg/日・統のタチウオを漁獲している。
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9．浮魚類資源調査

辻野耕責

1伽

この調査は浮魚類の漁況予報に必要な資料を収

集するとともに、漁況予報結果の検証による技術

および精度の向上を目的として、前年度に引続き

実施した。

1洲

川
棚

漁
獲
量
ト
ン調査方法

前年度と同様の方法で行った。

剛

調査結果

調査結果の詳細は、付表－8に示したが、その

概要は以下のとおりである。

1．漁獲調査

1）主要浮魚類（イワシシラス、イカナゴを除

く）

大阪府における浮魚類の大部分を漁獲する

巾着網の昭稲3年の漁獲量は30,035.7トンで、

62年の79.4％、また、のべ出漁日数も440日

と62年の72％に減少した。（しかし、1日1

．統当たりの漁獲量は68.27トンで62年をわず

かに上回った。）

巾着網で漁獲された魚類の月別漁獲量を図

1に示した。本年は巾着網の初漁期が62年よ

りも約1カ月遅いため、6月にはまったく漁

獲されておらず、また漁期初めの7月、漁期

の終期の11月を除き、多獲期である8月から

10月においていずれの月も62年を下回ってい

る。

図2に巾着網における魚種別の漁獲量を示

側

川

）

6月7月8月9月10月11月

図1漁獲量の経月変化（巾着網計）
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図2漁働U漁獲量（巾着網計）
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した。漁j妻吻中で最も多かったのはマイワシ

（全体の70.4％）で、62年と同様であるが、

ﾌ本年は第2番目にサバ類の漁獲量（同16％）

が多く、62年と少し異なった魚種組成iを示し

た。また、本年は後述のように、マイワシが

減2少、サバ類が大幅に増加したため、マイワ

シの巾着網漁獲量に占める割合が僻（76．6

％）をやや下回った。

次にそれぞれの魚種について62年と比較す

ると、マイワシ（62年比73.0&)、コノシロ

（同48.7％）、カタクチイワシ（同8.1％）

力輔少、サバ類（同1,815*0、アジ類(62

年は漁獲されなかった。）が増加した。

1伽

1川

Ⅲ
Ⅲ

１漁
獲
量
ト
ン

剛

側

川

（
一
叩
一
叩
》

6月7月8月9月10月11月
(1)マイワシ

巾着網で漁痩されたマイワシは21,156.6
図3マイワシの月別漁獲量（巾着網計）

トンで、62年の73.0％、61年の62.1％とさ

らに減少した。図3に巾着網におけるマイワシの月別の漁獲量を示した。本年はマイワシは7月

中旬から漁獲され始め、7，8月に多獲されたが、9月に急減、10月以降低調に推移した。これ

を62年と上轍すると、7，8月の盛漁期には62年同様好漁であったが、初漁期が約1カ月遅れた

ことによる6月の漁獲量の減少および9月の不漁が、マイワシの漁獲量の減少に大きく影響して

いることが判る。この初

漁期の遅れは、南西海区
塵蕊謹1歳魚以上に二コ0歳魚

外瀬或でのマイワシの産
伽
帥

１

卵期の遅れに起因するも

のと考えられるが、9月

の不漁の原因については

現在検討中である。

図4に昭和47年からの

巾着網標本船におけるマ

イワシ漁獲物の年齢組成

を示した。図からマイワ

シは群以降1才魚以上

のものが漁獲物の大部分
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図4年別のマイワシの年令組成（巾着網標本船）
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を占めていたが、62年に

は一変し、56年以前の0

歳魚主体の漁に再び戻っ

ていることが判る。さら

に本年も漁期全般を通じ

て0歳魚が漁獲の主体と

なっており、62年と同様

の傾向が本年も続いてい

る。

(2)カタクチイワシ
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年（昭和） 巾着網で漁獲された力

図5カタクチイワシの年別漁獲量（農林水産統計） タクチイワシは79.1ト

ンで、62年の8.1％と、

史上最低の漁獲量を示した62年をさらに大きく下回った。図5に昭和30年からの大阪府における

カタクチイワシ漁獲量の経年変化を示した（大阪農林水産統計、昭和63年は推定値）が、62年、

本年の漁獲量の著しい減少傾向が判る。

図6に本年の巾着網におけるカタクチイワシの月月鵬獲量を示した。カタクチイワシは8，10，

11月に漁獲されているが、いずれの月も漁

獲量は少なく、特に61年まで多獲されてい

た9，10月（62年も漁獲は少ないが、9，
ク

1明に漁獲のピークがみられた。）の漁獲

減が著しい。これは後述のとおり、大阪湾

において9，1明に巾着網の主漁獲対象と

なる、5，6月のカタクチイワシシラスの

量が少なかったことによるものと考えられ

る。

(3)サバ類、アジ類、コノシロ

巾着網によるサノ噸、アジ類の月別漁獲

量を図7，図8に、大阪湾南部に位置する

小型定置網標本船のアジ類の月別漁獲量を

図9に、巾着網によるコノシロの漁獲量を

図10に示した。サノ噸は7月から11月まで

漁獲されているが、特に9月の漁獲量が多

漁
獲
量
ト
ン

[JLiE.霞
引8月9月10月11児

図6カタクチイワシの月別漁獲量(巾着網計）
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く、この月だけで全体

の腿.3％を占めろ。62

年は1明に僅かに漁塵
川

されたのみであるが、
1剛

61年には本年同様に9
漁’細

月にサバ類が多獲され獲’棚
ており、巾着網漁獲物量1伽

の中でも年による変動k91伽

800
が最も大きい魚種であ

棚
ろといえる。本年サバ

棚

類が好漁であった原因
剛

については、8月に遠 0
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州灘沖の冷水域が消滅 月

し、黒潮が接岸傾向に

転じたことにより、夏図9アジ類の月別漁獲量（小型定置網標本船）

季から秋季にかけて外

海系水の貫入がみられ、サノ噸がそれとともに多量に大阪湾に来遊したこと、さらに9月になり

マイワシが減少、また近年秋季に多獲されていたカタクチイワシが本年も62年に引続き少なかっ

たため、秋以降サバ類に対する漁獲圧が高くなったことによるものと考えられろ。（62年はイワ

シ類では本年と同様の漁獲傾向であったが、サバ類の大阪湾での滞留量が少なかったためコノシ
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剛ロに対する漁獲圧が高くなった。）

アジ類は62年は巾着網ではまったく

漁獲されなかったが、本年は8月から

11月まで漁獲された。既述のとおり巾

着網の漁婁吻中に占めるアジ類の割合

は大きくないが、巾着網全体で162.5

トン漁獲され、これは62年の大阪府計

60トン（大阪農林水産統計）の2.7倍

である。また、小型定置網においても

8月までは62年をかなり下回っていた

ものの、10月から12月に多獲され、全

体として62年を大きく上回っている

（62年比224.5％）ことがわかる。こ

れは南西海区外海域では闘年発生の0

歳群は61,62年と比べて少なく、また

漁獲されなかったが、本年は8月から

11月まで漁獲された。既述のとおり巾

着網の漁婁吻中に占めるアジ類の割合

は大きくないが、巾着網全体で162.5

トン漁獲され、これは62年の大阪府計

60トン（大阪農林水産統計）の2.7倍

である。また、小型定置網においても

8月までは62年をかなり下回っていた

ものの、10月から12月に多獲され、全

体として62年を大きく上回っている

（62年比224.5％）ことがわかる。こ

れは南西海区外海域では闘年発生の0

歳群は61,62年と比べて少なく、また

漁況も低調であったものの、サバ類の

項で述べたとおり、夏季から秋季にか

けての外海水の貫入とともに、アジ類

が多量に大阪湾に来遊したことによる

ものと考えられる。

コノシロは62年と比較して減少した

が、本種は大阪湾で発生し、資源的に

も比較的余裕のある魚種と考えられる

ので、本年秋季における巾着網の漁獲

対象が主にサバ類に向けられたため、

漁獲量力減少したのであろう。

｜イワシシラス、イカナゴ

大阪府中部域の漁業協同組合に所属す

るパッチ網標本船（1統、A標本船）お

よび同南部域の漁業協同組合に所属する

剛

側
漁
獲
量

卜Ⅲ

ン

川

1伽

6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月

図10コノシロの月別漁獲量（巾着網計）
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パッチ網漁船の計(B漁協）の月別の漁

獲量をそれぞれ図11，図12に示した。

総漁獲量はA標本船41,875kg，B漁協

1 23456789101112

月

図11パッチ網の月月鵬獲量(A標本船）
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2．卵稚仔調査

1）マイワシ

本年は既述のとおり漁獲物の大部分は

0歳魚によって占められ、産卵可能と思

われる春季のマイワシ中・大羽の大阪湾

への来遊量が極めて少なかったこともあ

り、マイワシの卵、仔魚ともに全く採集

されなかった。

2）カタクチイワシ

カタクチイワシ卵の採集数の経年変化

を図13に示した。55年1噸ネット1曳網

当たり0.7粒と最低となった卵は、その

後徐々に回復傾向がみられたが、本年は

再び減少し同2.7粒と、55年に次ぐ少な

↓量であった。

月別のカタクチイワシ卵、仔魚の採集

数を図14に示した。卵は5月から10月ま

で出現し、7月から9月にかけて出現の

山がみられるが、62年と比較して6，7

月の採集数が特に少なかったこと、また

8月以降の卵の出現に依然回復傾向がみ

られないこと等が特徴としてあげられる。

仔魚は5～10月まで出現し、ほぼ卵と

同様の傾向を示した。

月別のカタクチイワシ卵の分布を図15

に示したが、卵は7，9月に明石海峡周

辺域および大阪湾西部域にも出現したほ

かは、ほぼ62年と同様の傾向を示し

た。

3）イカナゴ

予報文中に記載

一
曳
網
当
り
の
採
集
数

粒

5弱嗣田開削61腿侭‘’49制

年(昭和）

カタクチイワシ卵の年別採集数

(⑲ネット）

図13

一
曳
網
当
り
の
採
集
数

粒
・
尾

11

図14カタクチイワシ卵・仔魚の月別採集数

（⑬ネット）
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3．漁況予報 2

昭和63年2月16日発表の「イカナゴ 1．5

新仔漁況予報（昭和63年）」を以下に平，

示した。 年

偏・5
。水温

差0
12月上、中旬に、ほぼ平年並みで

℃

弓5
・推移していた水温は、下旬になると

12且上旬1中旬下旬1月上旬中旬下旬2月上目

平年より1．0℃高めとなった。その
図16水温の旬別平年偏差

後も水温は高めで経:過し、1月上旬（水試前、9時、1m層）

には平年差十1.2℃、中旬+1.0℃、
1

さらに下旬になると＋1.7℃となっ

た。2月_上旬には平年畠差十0.7℃と、平・5
年o

やや回復傾向がみられるものの、現偏
在まで、典型的な暖冬年の様相を呈差竜5

しており、今後とも水温は高め基調鷺－1

で推移するものと考えられる。（図－15
12月上旬中旬下旬1月上旬中旬下旬2月鎖

16）

図17旬平均風速の平年偏差
◎風

（大阪管区気象台）

本年は既述のとおり暖冬で、大型

寒波の襲来もなく、旬平均風速は、12月上旬、1月上旬に平年並みになっているほかは、1月中旬

まで平年を下回った。しかし、その後は、暖冬傾向が持続しているにもかかわらず、季節風の頻度

は高く、1月下旬、2月上旬の平均風速は平年を上回った。（図17）

◎産卵期および親魚

兵庫県立水産試験場の情報によれば、明石海峡周辺海域における産卵親魚の年齢組成は、1才魚

が銘.9％、2才魚が1.1％と、例年に比べて1才魚の占める割合が非常に高いが、イカナゴの親魚

量は前年の約16倍で、近年になく多い。また、産卵盛期は例年より約10日遅れの1月1日～5日頃

であった。

◎ 発 生 仔 魚

○出現数、分布

1月上旬には、仔魚は主産卵場である沖の瀬周辺域を中心に採集されたが、採集数は前年を下

回った。これは、既述のとおり、産卵盛期が遅れたため、この時期に産出された卵は、まだふ化

しておらず、上旬の調査時点では、採集されなかったためと考えられる。中旬になると、仔魚の

採集数は急増し、ほぼ前年並となったが、仔魚は沖の瀬周辺域に主に分布しており、拡散状況は
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図18イカナゴ仔魚の定点別採集数 MTDネット10分間水平曳

（）内は総ネットの垂直曳

良好とはいえない。下旬になると、仔魚の採集数はさらに増加、前年を大きく上回り、沖の瀬周

辺域では1曳網当たりの採集数が2,525尾と、非常に多くの仔魚が採集された。しかし、仔魚の

拡散状況は、中旬同様良いとはいえず、特に湾口部への移送量は前年と比べても少ない。2月上

旬には、仔魚の採集数はさらに多くなり、1月下旬同様前年を大きく上回った。主分布域は1月

下旬と比べて南東方向に移行し、泉南市沖に濃密分布域が見られた。また、仔魚の拡散状況も好

転しており、分布状態から、イカナゴ仔魚の播磨灘からの流入量も多かったものと考えられる。

（図18）

○仔魚の大きさ

1月上旬は既述のとおり、産卵盛期のものは、まだふ化を完了していないが、早期発生群があ

ったためか、仔魚の全長は前年よりも大きく、3～4mm台の仔魚に加えて、5～7皿台の仔魚が

採集された。中旬になると3～4mm台の仔魚が主体となり、前年とほぼ同様な全長組成を示すが、

仔魚の平均全長（4．3m）は、前年(4.5m)をやや下回った。また、沖の瀬周辺では、4mm以

下のふ化直後の仔魚も多数見られた。下旬になると4皿台の仔魚が主体となるが、前年と比べて

■ 一 ・ 一
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6mを超える仔魚の割合は低い。2
12月

月上旬には、全体的にやや大型化す30日

ろが、なお､4～5mにモード（平

均全長5.9")があり、前年(10~

10日11mにモード、平均全長10.7mm)と

比べて、かなり小さい。これは、産
1月

卵盛期の遅れとともに、前年と比べ
20日

て産卵期が長く、1月下旬、2月上

旬においても、なお多量の小型個体

の補給があったことによるものと考
30日

えられる。（図19）
2月

◎捕食魚

当水産試験場および漁業者の情報か 10日

ら、今冬は、イワシ類等の湾内での越

Ｌ

Ｌ

1■■■■■■■

0 2468101214161820

冬量は、例年と比べて少ないものと考全長（”）

えられる。 図19イカナゴ仔魚の全長組成

◎イカナゴ新仔の漁況予測

イカナゴ新仔の漁獲量変動要因として、産卵親魚の量、年齢（親魚量が多く、また2，3年魚の

占める割合力塙ければ産卵数も多いので好漁）、産卵および発生期の環境（低水温で偏西風頻度が

高ければ播磨灘から大阪湾への移送、添加、生き残りの量が多いので好漁）、仔魚の分布拡散状況

（広範囲に拡散されれば生き残りが多く、成長が良いので好漁）、漁期の長短（園､期の長短、漁

期間の環境）、捕食魚による食害（主としてイワシ類が多ければ食害により不漁）等があげられる‘

以上の事項について調査結果および各方面からの‘情報等を勘案すると、本年は仔魚の発生量が例年

になく多く、また、1月下旬ないし2月以降、仔魚の生育環境、分布､､拡散状況も好転の兆しがみら

れることから、本年のイカナゴ新仔漁は平年を上回り、好漁が期待できるものと考えられる。

なお、初漁期の魚体は前年よりも小型で、また「羽筋」はやや不揃いであるものと考えられる。

昭和63年6月10日発表の「昭和63年度イワシ類漁況予報」を以下に示した。

◎海況の概況

昭和61年1明に熊野灘～遠州灘沖に発生した冷水塊は、現在も同海域で持続しており、黒潮は室

戸岬以西では接岸傾向がみられるものの、潮岬沖では離岸状態で経過しています。このため紀伊水

道内への黒潮系水の流入は、現在まで概ね弱勢で経過しており、前年同様、依然として外海域から

のシラスの補給条件としてに良くない状態が続いています。
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一方、大阪湾の水温ClOmJi)は、平年に比べて1～2月は、0.9～1.9℃高めで推移していま

したが、3月以降は0.2～0.6℃低めとなり、冬季に高め、春先以降は低めという、前年と同様の

傾向がみられます。

イワシ類の漁況の概況および予報

○シラス

。春、夏季シラス漁

大阪湾における春、夏季のシラス漁は、例年、漁期の前半は外海生まれ（その後紀伊水道を通

って大阪湾に入ってくる）のシラスを、漁期の後半は大阪湾で5～7月に生まれたシラスを主に

漁獲しています。近年、これらの群は高水準にあり、昭和58年以降多獲されていましたが、昨年

は一転し、低水準で経過しました。

本年の漁期前半のシラス漁は、外海での卵の数は前年並みですが、海況のところで書きました

ように全般的に外海域から紀伊水道への潮の差込みが弱いため、シラスの大阪湾への補給条件が

悪く、現在まで低水準で経過しています。（3月下旬に一時的に外海水の大きな差込みがあった

ため、大阪湾では例年より早い4月中、下旬からマイワシシラスが漁獲されましたが、長続きし

ませんでした。また、紀伊水道でも、4月は好漁でしたが、5月はあまり良くありません6）

一方、大阪湾でのカタクチイワシ卵の採集数は、5月上旬は0.8粒（プランクトンネット1曳

網当たりの卵の採集数）、6月上旬は2.1粒で、両月ともに平年、前年を大きく下回っており、

本年春季の大阪湾におけるカタクチイワシの産卵状況は、非常に悪いということがいえます。

（表1）

これらのことから今後の漁況を予測しますと、本年の漁期後半のシラス漁は、外海発生群、大

阪湾発生群ともにあまり期待できず、低調に推移するものと考えられます。

◎

表1カタクチイワシ卵の採集数

4 月5月6月7月8月9月10月11月

1.7

0

32.8
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本 年
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。秋季シラス漁

大阪湾における秋季シラスは昭和58年以降好漁が続いていましたが、61年は一転して不漁で推

移しました。さらに昨年は各地で秋季シラスの不漁現象がみられ、秋季シラス資源は全体的に減

少傾向にあるものと考えられます。

このような資源動向から判断して、本年の大阪湾の秋季シラス資源の大幅な回復は難しい状況
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にあると考えられますが、今後の湾内の環境、カタクチイワシ親魚の量、分布、カタクチイワシ

卵の出現状況等を考え合わせ、9月上旬頃に再度予報を出す予定です。

○イワシ 類

・カタクチイワシ

春、夏季シラス漁の予測から、これらの成長群である秋季のカタクチイワシ漁は前年同様低水

準で推移するものと考えられます。

◎マイワシ

近年、大阪湾では1～4才魚（中羽～大羽）が漁獲物の大部分を占めていましたが､.昨年はこ

の状況が一変し、再びO才魚中心の漁模様となりました。この原因,については、黒潮の離岸現象

が大きく関与しているものと考えられます。

本年の外海域におけるマイワシ中、大羽群は依然高い資源水準を保っていますが、紀伊水道お

よびその外域では、熊野灘からの補給量が少なかったこともあり、魚群密度は例年と比べて低い

ものと考えられます。一方、マイワシの0才魚（現在カエリーヒラゴ）の量は、本年春季の卵数、

また各地のマイワシシラスの漁況から、前年同様多いものと考えられます。

これらの事項および現在までの海況の経過から、本年の大阪湾におけるマイワシ漁は、中、大

羽群はあまり望めず、0才魚を中心にほぼ前年並の漁になるものと考えられます。

昭和63年9月17日発表の「昭和63年秋シラス漁況予報」を以下に示した。

◎海況（水温）

3月以降「平年並み」ないし「やや低め」で経過していた水温は、7月に入ると低め傾向が顕著

となり､8月上旬には平年差－2．4℃と、「かなり低め」となりました。その後はやや回復傾向が

みられるものの、依然「低め」ないし「かなり低め」の状況にあり、今後とも水温は低め傾向で推

移するものと考えられます。（図

2 0）2

．卵の出現 1

○8，9月上旬にプランクトン偏O
ネットで採集されたカタクチイ差

－1

ワシ卵の数は、それぞれ平年の
℃－2

20％、銘％、前年の150%、60

％で、本年の大阪湾における力－3グッー、〒÷ー／、唾1局V、一司曹Wノワゴノゾ

1月2月3月4月5月6月7月8月9月

タクチイワシ卵の発生量は平年

図20水温の平年偏差(1OmS)
を大きく下回り、ほぼ前年（低

浅海定線調査（月上旬、湾内別定点）

調な漁で終始した）並の量であ
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表2カタクチイワシ卵の採集数（大阪湾）

月 123456789

平
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０
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０
０
０

９
８
８

●
●
●

３
３
０
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55.0

2．1
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40.1
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ハ
ベ
Ｕ
へ
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Ｕ
（
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〕

●
●
■

釣
５
７

銘.8

19.9

12.4

＊プランクネット1曳網当たりの採芽数

つたものと推測されます。（表2）

○月別には、卵の採集数は8月よりも9月に多く、湾内水温の経過を考え合わせれば、本年のカ

タクチイワシの産卵期はやや遅れているものと考えられます。（表2）

○卵の主要出現海域は8月は湾南部沿岸域および湾奥域の2海域に分かれていましたが、9月に

は、例年同様、卵の大部分が湾奥域で採集されました。

以上のことから

本年の秋シラス漁は、昨年同様あまり期待できず、低調に推移するものと考えられます。また、

盛漁期はやや遅れ、漁場は例年の漁場のほか、初漁期には湾南部域にも形成されるでしょう。

なお、今後のカタクチイワシ卵の出現状況および漁期後半のシラス漁の見通しについては、漁況

通報に漁況の経過とともに掲載していく予定ですので、参考にしてください。
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10.底魚資源の漁獲動向

安部恒之

小型底びき網（石桁網）漁業の標本船日誌調査から大阪湾における主要な底魚資源の変動特性につい
‐

て把握する。

調査内容

泉佐野漁況所属の石桁網漁船2隻に毎出漁日の操業場所、魚種別漁獲重量を記入する日誌調査を依頼

した。重量測定が不可能な場合は水場伝票を整理し金額から重量を換算した。なお、この調査は200*

イリ水域内漁業資源調査の一環として実施している。

結果の概要

1船3年から毎操業日の主要漁獲物について重量または尾数の測定を行っているA標本船の日誌調査結

果から、主要種の月別単位漁獲量（種別月総漁獲量と月出漁日数から求めた1日当り漁獲量）の経年変化

および平均値との比較を図1－(1)へ<12に示す。
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（1日当り）の推移
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（1日当り）の推移
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図1－伽石桁網標本船の月別漁獲量
（1日当り）の推移

小エ ビ 類

"83'84

図1－⑫

’85B6’87’88年

石桁網標本船の月別漁獲量

（1日当り）の推移
ガザミ

なお、標本船の水揚伝票から本年の総水揚金額に占める魚種別金額の比率をみるとマコガレイ（26．4

％）、シャコ（20.1％）、ガザミ（13.7％）、イヌノシタ（8．9％）、小エビ類（4．8％）、メイタガ

レイ（4．5％）、クルマエビ（4．0％）、ネズッポ類（2．8％）、マダコ（2．7％）、ヨシエビ（2．4

％）、アカシタビラメ（1．7％）、イシガニ（1．5％）、テナガダコ（1．0％）、その他（5．5％）で

あった。

経年変化等から本年の漁獲状況の特徴をあげると以下のようになる。

。マコガレイは例年夏季にみられる漁獲のピークが本年は顕著でないため、一見不漁年を思わせるが周

年を通じ漁獲があったためか水場金額の比率も昨年同様に高い。

。イヌノシタは本年11月に急増し、11～12月は豊漁であった'83年の漁獲ピークを上まわった。’83年

以降減少傾向が続いていただけに今後の動向が注目される。

。，87年に不漁で経過したガザミは本年は一転して近年にない豊漁に転じ、主漁期である8～1明には

平年の3～5倍を漁獲した。

。，83年以降減少傾向にあったヨシエピは'87年頃から増加に転じ本年もほぼ周年にわたって好調な漁

獲であった。

。クルマエビは例年8，9月に集中的に漁獲されるが、本年は平年の1/2～し3と少なく豊漁であった

’87年と対照的な漁況であった。しかし、10月に入って増加し、例年の2倍近く漁獲された。
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2E｡テナガダコの盛漁期は例年5～7

月であるが本年は同期に姥~1/7

と極めて不漁で推移した。経年変

化をみても’83年以降で最も少な

く、水揚金額比率も，師年の4.1

％から1％に減少した。

2〔

c、

11

11

以上に述べた'88年の特徴のうち

ガザミの豊漁は'87年が不漁で経遥

しただけに注目すべき現象であるの

で若干の検討を行う。図2に標本舶

等から購入したガザミの甲幅長組成

を示す。ガザミの放流技術開発事業

で行った漁獲物調査等から検討した

発生群の分類！と従うと図2の甲幅長
組成で8月に雌雄ともにみられる12

~13anの群は前年発生群である。こ

の群が9月以降15cm以上に成長して

いく様子があらわれている。また、

9，1明では雌で顕著であるが当年

発生群と思われる11～12cm級の加入

が認められている。前年発生群と本

年発生群のどちらが本年の豊漁の主

体となっているのかを、測定尾数の

少ない甲幅長組成から判断すること

は困難であるため、甲幅長範囲別に

雌雄別漁獲尾数の記帳がなされて↓・

ろ日誌調査結果を図3に示す。8月

の1日当り漁獲尾数は他の月より圧

到的に多く1伽～200尾（雌雄計）

にも達しており、図には示していな

いが平年並の漁であった'朋年8月

の1日当り漁獲尾数16～43尾と比較
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すると本年が近年にない豊漁であったことが改めてわかる。さらに甲幅長範囲別にみると7，8月では

ほとんど10～15cmサイズのもので占められている。8月でこのサイズのガザミは前述したように前年発

生群であると考えられる。本年発生群の量は9～10月における10～15cmサイズの尾数で推定できるが、

このサイズの9月以降の減少は著しい。以上のことから本年のガザミ豊漁の原因として前年（’87年）

発生群の生残りが非常に良かったことが考えられる。

文献

大阪府水産試験場：昭和60年度放流効果基礎調査ガザミ検討会要録（日本栽培協会研究資料恥33),

3－9（19髄）
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11．資源培養管理対策推進事業

．(天然資源調査、栽培資源調査）

安部恒之・辻野耕責・日下部敬之

資源の現状評価と様々な管理方策に対応した資源の変動予測を行い、漁業者による資源管理の推進体

制を確立するために、カレイ類ヒラメを対象とする天然資源調査、マダイを対象とする栽培資源調査を

実施した。なお、この事業は今年度から5カ年にわたり水産庁の補助を受けて瀬戸内海東部ブロック

（和歌山、徳島、大阪、兵庫、岡山、香川）の共同事業として実施するものである。事業内容等につい

ては「昭和63年度広域資源培養管理推進事業報告書（平成元年3月大阪府）」に記載したが詳細なとり

まとめについては次年度調査と併せて行う予定である。以下I略調査の概要について述べろ。

a)天然資源調査の概要

1．調査目的

資源量調査、漁業実態調査等のデータの収集を行うとともに、漁業経済調査データと併せて解析す

ることにより、資源管理を実施した際の漁獲量の変動を予測し、適切な管理モデルを作成する。

2．調査内容

調査項巨 調査対象漁業

1．漁獲統計調査

農林統計を整理することにより、対象魚

種の経年変化を把握する

2．組合別漁獲量調整

組合統計の整理および聞取り調査によ’

対象魚種の組合別、漁業種類別、月別漁獲

量を把握する〈

3．標本船日誌調査

日誌記帳により操業海域、漁獲尾数、重
小型底びき綿

量等を把握するc

4．体長組成調査

市場における写真撮影、買い上げ等によ

り、漁獲物の海域別の大きさを明らかにす
刺線

る

5．魚体精密測定調査

対象魚種の全長、体重、性別、生殖腺重

量、年齢を測定し、各種の生物情報を収集

すZ 。

6．投棄魚調査

対象魚種の投棄の実態を明らかにする。
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調査対象漁協

1.2

府下漁業協同組合

3．

(底びき網）

堺市出島、岸和田市、

泉佐野、岡田浦、尾

崎、西鳥取、下泊 q

淡輪、深E

（刺網）

堺市、忠岡、春木

下荘、淡輪、深［ 旬

谷jl

4．5．

6．

（底びき網）

泉佐野、深日

（刺網）

堺市、忠岡、春才

下荘、谷I

泉佐弱

、

魚種

マコガレ／

メイタガレイ

上
ー

フ メ



3．調査結果の概要

叉漁獲統計調査

農業統計ではマコガレイ、メイタガレイはウシノシタ類とともに「カレイ割として掲載されて

いるため、主要組合の資料をもとに大阪府における両種の漁獲量を分離し、その経年変化について

検討した。その結果、大脇では両種の漁獲量は近年高い水準にあることが判った。

イ．組部I漁獲量調査

府下2漁業協同組合について昭和62年の組合統計資料を整理し、漁業種類別、月別に魚種別漁獲

量を調べた。結果については取りまとめ中である。

ウb標本船日誌調査

昭和63年10月から4型底びき網13統（石桁網9統、板びき網4統）、刺網7統について、漁業日

誌の記帳を依頼した。現在データのチェック、コンピューターへの入力作業を行っている。

異体長組成調査

昭和63年1明から平成元年3月の間、市場における写真撮影、買い上げ調査等により以下のとお

り、マコガレイ10,373尾、メイタガレイ613尾、ヒラメ82尾、イシガレイ332尾の全長を測定した。

結果については現在整理中である。

体長組成調査月別、魚種別測定尾数

九魚体精密測定調査

昭和63年10月から平成元年3月の間、漁獲物の買い上げ等により以下のとおり、マコガレイ2,155

尾、メイタガレイ3尾、ヒラメ3梶、イシガレイ162尾について全長、体重、性別、生殖腺重量、

卵数、年齢等について測定した。調査結果については現在解析中である。

魚体精密測定調査月別、魚種別測定尾数
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調査f三、月 マコガレイ メイタカレイ 上
ー

フ メ イシガレ剣 合妻

昭和634三10月 印9 1肥 羽 1C 726

11月 1,270 159 3 36 1,496
12月 1,415 100 10 72 1,597

平成元年1月 1,176 87
J

1 163 1,433
2兵 1,616 115

d
l

q 3C 1,7刷

3兵 4,311 44 2 21 4,384

合計 10,3霜 613 82 332 11,400

調査年、月 マコガレイ メイタガレイ 上
ー

フ メ イシガレイ 今言』
ロロ

昭和63年10月 5C 0 15 〔 65

11月 165
１
Ｊ

夕
■
４
″
■ 1（ 1〔 205

12月 597 0
“
一
■
》
４
－
■
可 笈 625

平成元年1月 452 0 （ 7- 525

2月 211 ］ （ 21 239

3月 680 0 （ 18 698

合計 2.15E 3 3！ 162 2,357



力．投棄魚調査

昭和63年1明から平成元年3月の間、毎月1回、石桁網漁船2統の投棄物を入手し、対象種の尾

数、重量、全長を計測した。調査結果の詳細については現在解析中であるが、マコガレイは10，1：

月に多い傾向がみられたが、メイタガレイ、ヒラメについては調査期間中全く出現しなかった。

①栽培資源調査の概要

1．調査目的

瀬戸内海東ブロックにおけるマダイ種苗の放流効果を把握し、有効な保護管理対策を策定し、マタ

イ資源の培養技術の確立と資源の合理的な利用を図り、もって栽培漁業の発展と定着に資する。

2．調査内容

調査項目

1．有標識率調査

市場買上げ調査により、有標識率を把握

する

2．標本船日誌調査

日誌記帳調査により操業海域、銘柄別涜

獲量等を把握すそ 〔

3．遊漁船調査 1

日誌記帳調査により遊漁の漁獲実態等を

托f渥すZ◎

調査対象漁業

小型底びき維

遊浜

調査対象漁協

1．（市場）

泉佐野、深日、谷I

2．（底びき網）

泉佐野、淡輪、深日

3．（遊漁）

谷)l

魚種

マ ダイ

3．調査結果の概要

アb有標識率調査（市場調査）

9月から12月の間、3地区の板びき網漁船延べ14統のマダイを買い上げ尾叉長を測定し、腹鰭を

を除去した有標識魚を選別した。当歳魚5,678尾、1歳魚50尾、合計5,7記尾を調査したが、標識

魚は当歳魚9尾で有標識率は0.16％であった。

イ．標本船日誌調査

3地区の板びき網漁船各1統を選定、マダイの銘柄別漁獲尾数、漁場等漁業実態を把握する日誌

調査を10月より行った。結果は整理中である。

ウ．遊漁船調査

遊漁の実態を把握するため遊漁船1隻を選定、イと同様の調査を行った。結果は整理中である。
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